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経 済論叢(京 都 大学)第164巻 第3号,1999年9月

転換期における中国の自動車流通システム
一 流通経路の全体構造一

夏 課 題

劉 芳

中国の自動車流通販売 システ ムは,中 国国内の経済体制の改革が深 まるに連

れ て,近 年急速 に変容 して きた。社会主義計画経済か ら社会主義 市場経済へ と

移行す る壮大 な実験が進む とい う歴 史的背景 の.ドで,中 国の 自動車流通販売 シ

ステムは極 めて特異 な発展 を遂げて きた。改革 開放 の道 を本格的 に歩み始め る.

以 前 の1984年 まで の中国において,本 当の意味で は,自 動車流通販売 は存在 し

なか った と言 って も過言で はないほ ど,自 動車 の流通販売 は国家 によって コ ン

トロールされ ていた。84年 後半以後,.市 場経 済化 の波 に洗われ なが ら,中 国の

自動車流通販売 システムが形成 されて きた。 しか し,こ のよ うに形成 された 自

動車 流通販売 シ.ステムは決 して完 成された もので はな く,常 に変化 し続 けてい

る。本稿 は,こ の常 に変化 し続 けている 自動車流通販売 システムの現時点 を取

上 げ,転 換期 における中国の 自動 車流通販売 システムの全体像 を解明す ること

を 目的 としている。その上で,比 較分析 の視点か ら,計 画経済か ら市場経済へ

の移行過程 における中国的特 質 を論 じてみたい。

中国 自動車産業 の研究 については近年実証研究 の蓄積が充実 して きてい る。

中国 自動 車産業 全般 とその歴 史 的展 開 につ い ては,田 島[1991],[1996],

[1998],李 洪[1993],大 島[1994],岩 原[ユ995],渡 辺[1996],関 ・池谷

[1997],李 春 利[.1997]な どが あるが,特 に季春利[1997]は,中 国 自動車

産業 に関す る本格 的かつ包括的 な産業経営論 的学術研究書 として評価で きる。
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しか し,こ れ らの生 産面 で の研 究 に対 して流 通 面に 関す る研 究 は,孫 飛舟

[.1997],田 島[1998],丸 川[1998]以 外 に殆 ど皆無 の状態で ある。 この よう

な研究 の遅れは 自動車流通 シ.ステムその ものの立後 れに帰す るべ きで あろう。

周知の.よ うに,中 国 自動車産業は,1980年 代 後半か ら外 国技術 ・資本 を積極的

に導入す るとともに,生 産設備の近代化,技 術力 向上 を達成 し,新 た な転換点

を迎えてい る。 しか し,流 通販売 の面 において,こ れ までの経済特殊性 によっ

て各 メー カーは改革開放前 に政府 の指令 に基づ いて生産す るのみで,独 自の販

売権はなか ったため,自 社 の流通販売 システムを作 る必要性が乏 しか った。改

革開放後 には,政 府 による指令性計 画 の比 重が年 々減少 す るに連 れ て,メ ー

カーは生産するのみの存在か ら,生 産 ・販売の両方 とも行 う企業へ と変貌 しつ

つあ り,流 通販売 をます ます重視 し始 め,メ ー カーが コン トロールで きる流通

システムを組織す るよ うになってい る。 しか し,一 体現在 の中国 自動車流通販

売 システムはどのよ うな ものか,そ の特徴 は何 か。従 来の研 究は,そ の全体像

を明 らかに しえていない。

加 えて従来 の自動車流通 に関す る理論的,実 証的分析 の対象 ぽ,あ くまで も

日米 欧 といった発達 した市場 を有す る先進国のケースに限 られ ていた。世界経

済 の統合化が進 んでい る今 日において,中 国のよ うな計画経済か ら市場経済へ

の転換期 における国 をも分析対象 に入れた国際比較研究が,こ れ まで以上 に必

要 なので はないか と思われる。そのために,中 国の 自動車流通販売 システ ムの

全体像 を明 らか にす ることは当面 の急務で ある。

近年の 自動車購買状 況か ら見 る と,中 国 にお ける個人購 買率 は47%で あ り',,

北 京 の ような大都 市では 自動車の個人購 買率 はさらに高 く2〕,中 国 のモー タリ

ゼー シ ョンが着々 と進 んでい るこ とが分か るであろ う。そ うい う意味か ら本稿

}まモー タリゼー ションを可能 とす る乗用車の流通構造 とい う観点か ら,現 段階

1)国 家信息中心経済予測部,中 国汽車貿易総公司[1997],198ペ ージ。

2)時 代集団.公司,北 京汽車工業集団密公司1汽 車与社会」12月号,63ペ ージによると,北 京亜運

村汽車交易市場(北 京アジア村自動車取引市場)の 個人購買率は80.9%,北 方汽車交易市場(北

方自動車取引市場)は90.4%,京 西汽車城 〔京西自動車シティー)V:100%で ある。
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における自動車流通販売 システムを分.析する ことに したい』

11流 通経路の全体構造

現段 階における中国の 自動車流通経 路の全体 構造 は どのよ うな ものか。結論

を先 に言 えば,現 在 の中国 自動車流通経路は非常に複雑で,多 段 階になってい

る。改 革開放以前 の中国 において は,自 動車産業は トラ ック生産が主であ り,

自動 車は国家 の重要 な計画物資 として,物 資部傘下の中国機電設備総公 司が統

一..一的 に買い.Lげ
,全 国にある各省 ・市 ・県 レベ ルの機電設備公司を通 じてユー

ザー に計画分配 していた。 その間に,文 化大革命期 には物資部が廃止され,機

電設備公司系統 の分 配 システムが崩れ,第 一機械工業部や,傘 下 に自動車工場

.を持つ地方政府が計画分 配を一部担 当す るよ うになった。1978年 の 改革開放以

後,国 家 の指令性計画艮'ぶ徐 々に縮小す る`'と ともに,自 動 車メーカー も単に

生産 を行 うだ けの存在か ら,生 産 と販売 を ともに行 う企業へ と転換 し,販 売を

も次 第に重視す るようにな った。特 に80年 代後半 に入 ってか ら,メ ー カ』が 自

社 の販売店 を作 った り,従 来の流通企 業 に投資 を行 い,メ ーカー系 の流通企業

を建設 し始 めた。 また,80年 代 後半以降,特 に90年 代 に入 って,大 都市 には相

次いで汽 車交易市場5}が 設立 され,95年 の統計 に よる と,全 国 にはおよそ600

ヵ所 あ る。

1997年 に は,中 国の自動 車生産台数 は158万 台 で あ り,そ の内乗用車 は48万

台であ る。,。98年に は指令性計画は4万3⑪00台(3%強).に 減 少 し,そ のうち,.

3}「 指令 性計画」 とは,.国 家経済計画委員会 によ り決め られた各産業部門の生産計画であ り,.各

産業を管理す る部か ら ドに属す る各 国営企業 にこの指令性計画任務を配分す る。 これに対 して.

「櫓幕性計画」があ り,こ れは国家 の経済計画 に基 いて指令性計画以外の生産 に対 して指導する

ものであ る。指令性計 画は達 成 しなければならないものであ り,指 導性計画 は各企業に とって参

考 とす るものである。.

4)改 革 開放直後の1980年 には,国 家 の指令性.計画は92.7%で あ ったの に対 して,89年 には22.2%

にな り,さ らに98年 には4%未 満までに減少 した。

5)汽 車交 易市場 とは,一 つの敷地ない し建物 の中に数十社 ない し数百社以上 の自動車流通企業が

出店 している自動車取引市場の ことである。本稿 の第皿節 で詳 しく紹介す る。

6)中 国汽車技術研究 中心、中国汽車工業協 会[1998]、11ペ ー ジ。
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.乗 用 車 は2万 台7}で あ り,自 動車生産台数の96%は.主 に計画経済時か らの流通

企業 と,メ ー カーが新 たに設立 したメーカー系の流通企業等 によって流通 ・販

売 されてい 為。本節で は,こ れ らの流通経路 の全体構造の様態 を解 明す ること

に努め る。そのために,現 在多段 階になってい る流通経路 を第一段 階 と第二段

階以降 に分 けて分析す ることにす る。

1流 通経路の第一段階

流通経路の第一段 階にある流通企業 は,大 きく分 けてメー カー系 流通企業,

政 府系大 手流通企業 とその他 の流通企業 に分 けることがで きる(第1図)。

(1}メ ー カー系流通企 業

これ はメー カーが出資 した り,メ ーカーの企業名 とブラ ンド使 用 を許可 され

てい る流通企業の ことであ る。 これ らの流通企業 の形態 は,メ ーカー によって

それ ぞれ異 なるが,総 デ ィス トリビュー ター,デ ィス トリビュータ馬 独 資公

司,聯 営 ・聯合錆篤公 司等 である。

総ディストリビューター これ は各汽車工業(集 団)総 公司 に属す る汽 車鎗

酋総公司,あ るいは汽車貿易総公司で ある。総 デ ィス トリビュー ターは,メ ー

カーの完成車 を全 部買い取 り,メ ー カーの国 内販売 を全 般的 に担当す る。別会

社 を設立せず に,メ ー カーの販売部 門が総 デ ィス トリビュー ターの役 割 を果た

す メーカー もあ る。

直接販売 総 デ ィス トリビュー ターは基本的 には流通企 業を通 じて車 を販'

売 す るが,部 分 的に直接最終ユ ーザ ーに車 を販 売す る場.合 もある。販売対象 は

主 に大手ユーザーであ り,そ の他 に免税車 の販売,少 数の.一般ユーザー向 けの

販売 も行 う。

地域ディス トリ.ビュ三夕ー 現在 の ところ,上 海汽車工業錆善 総公 司(以 下,

上 汽鏡筥総公司 と略記)だ けが地域 デ ィス トリビュー ターを設立 してい る。地

域 デ ィス トリビューターは完 成車のデ ィス トリビ土一 ト,車 両配送,登 売前の

7〕 中国国内貿易部[1997],131ペ ージ。
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第1図 流通経路の第一次段階

メ ー カ ー(総 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー)

地 域 デ ィ ス トリ ビ ュー ター

「一 一 一 一 一■ 一 一一-τ一一一

…最 独資公司

[
_車_

聯営 ・聯合 政府系大手 。。謙

一P一 →

ぞ三田脚 離 を舗";

最 終 ユ ザ

注=..は,最 終ユーザーまで の中間段 階を省略 した ことを意味 してい る。

検査,情 報 フィー ドバ ック,市 場管理,資 金決算,人 材 育成 と販売店評価 の八

つの機能 を要求されている。上汽錆笛総公司 は現在,全 国で18の 地域 デ ィス ト

リビュー ター を持 ち,各 地 域デ ィス トリビューターの コンピュー ターは総公司

のとつ なが ってお り,上 汽錆替絵公 司の地域支店 としての役 割 を果た している。

独資公司 これ はメー カーが ユ00%出 資 して設立 した販 売会 社であ る。 こ

の独資公司 は二つの タイプがあ る。一つ は,メ ーカーが現地で適当 な合弁相手

が.見つか らなか った場合 に,独 自で販売会社 を設立 した タイプであ るが,も う

一つ は
,メ ーカーが販売量の大 きい大都市 とその周辺地区 の管理の仕事 を担当

させ るために,独 資公司 を設立 した タイ プで ある。す なわ ち,一 つ 目の タイプ

は メー カー の直 属販 売店 で,二 つ 目の タイプ は メー カーの 地域 デ ィス トリ

ビュー ターに相 当す る。

聯営 ・聯合鋪筈公司 これは 自動車 メー カー と従来の流通企業呂:トが共同で設

8)従 来 の流通蚕業 とは,計 画経済期 とその直後に 自動車の計画分 配を担 当 していた流通企業の こ

とであるが,こ こで は土 に中国汽車貿易総公司,中 国汽車工業 錆焦総公 司,中 国機電設備総公/
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立 し た自動車販売 会社で あ る。 この聯 営 ・聯合錆 讐公司 の設立 の背 景 には,

メー カー と従 来の流通企業 の相互補完 を求め る動 きがあ った。すなわち,93年

以 来,自 動車の販売が伸 び悩 み,メ ーカーの経営 の重点.は必然的 に生産か ら販

売へ移行す ることとな った。 しか し,資 金 も販売 人材 もノウハ ウ も十分で はな

か ったメーカーが,.独 自の力で全国を カバーで きる販売網 を建設す 舜こ とは不

可能であった。他方,経 営不振 に陥 った従来の流通企業 に とってぽ,メ ーカー

の販 売経 路に参加す ることに大 きなメリ ッ トを見出す ようにな った。 こうした

理由か ら,メ ーカー と既存 の流通企業 による聯営 ・聯 合錯書公 司の設立 が増大

したのである。聯営 ・聯合鏡 筥公司 は自動車 メー カーの選定 によって作 られた,

自社製品だけを専 売する販 売会社で,排 他 的性格 を持 って お り,.般 的 には他

のメーカーの製品は販売 しない。

このよ うな聯営 ・聯合錆告公司は,メ ーカーが 出資 しているか否か によって

聯営方式 と聯合方式 に分 けられ る。聯営 方式は,メ ーカー と流通企業が共 同出

資で設立 した合弁会社であ る。通常は メー カーが50-55%出 資 し,流 通企業が

45-50%出 資 す る。 メーカーの出資比率が50%以 下 の場合'もある。聯合 方式 は

メー カーが出資 を行わ ない方式であ る。 メー カーは流通企業に対 して,企 業 名

と製品のブランド使用を認める。聯営 ・聯合錆讐公司に対して,メ ーカーは一

定量の販売車両を無償で提供 し,ま た卸売価格,代 金決済方法などの面で優遇

を与えたりする。

メーカーによって,聯 営 ・聯合錯角公司の名称 もそれぞれ異なる。例えば,

上海汽車工業錆替絵公司は,職 官錆笛公司を合資.公司,聯 合錆告公司を品牌店

と呼んでおり,天 津汽車工業錆告有限公司の場合は,聯 営錆普公司を地方有限

公司と呼んでいる。北京吉普汽車有限公司は,聯 営公司を設立せず,聯 合公司

を特約経錆公司 と呼んでいる。

以上では,メ ーカー系流通企業の形態を検討したが.こ のメーカー系流通企

業の販売台数は,も ちろんメーカーによってそれぞれ違 うけれ ども,97年 の調

＼司の3社 を指す。
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査では,総 販売 台数 め65%か ら90%ま で 占めていたが,98年 の調査 では,天 津

汽車 と北京吉普はあま り変化 はないが,上 海大衆汽車は30%ま で 落ち込 んで い

る9〕。

(2)政 府 系大手流通企業

政府系流 通企業は,主 に中国機電 設備総公 司(機 電総公 司),中 国汽 車工 業

錆 善総 公司(中 汽錆),中 国 汽車貿易総公 司(中 汽貿)の3社 を指す が。 この

3社 はいず れ も政府 の行政機関 に付属 し,計 画経 済時 とその後 の期 間,自 動車

の計 画内分 配 と計画外販売 を担当 して きた会社 であ る。 メーカーが関わってい

る聯営 ・聯 合錆 讐公 司が設立 され る以前 に,こ の3社 の政府系大 手流通企業及

びそれ らの系統 は,自 動車流通 の主要経路であ った。以下では,政 府系大手3

社 の概況を簡単に検討す る。

中国汽車貿易総公司 中国汽車貿易総公司 は1989年7月 に元の物資部の業務

を受 け継 ぐ形で設立された国産車 ・輸入車販売 を主 とす る国有め大規模な 自動

車専門流通企業であ る。93年 に国家機構 の再編 のため,物 資部が な くな り,中

,汽貿 は国内貿易部 に属す るようにな った。

中汽貿 が設立 され た背景 には,政 府の 自動車産業に対 する政策転換 が重要 な

役 割を果た している。す なわ ち,1987年5月,中 国 自動 車工 業発展戦略会議が

開催 され,中 国政 府は 自動車生産 の重点 を商 用車か ら乗用車へ と転 換 し,「 三

大三小 」体 制 を打 ち出 した。 これ を きっか けに して,自 動車生産は急成長を遂

げ,総 生産台数は85年 の44万 台 に対 し,88年 に は64万 台 に達 した。特 に乗用車

の生産 は85年 時点ではわずか5207台 で あ ったのに対 して,88年 で は3万6800台

へ と発展 した。 この自動車生産の急速 な拡大 と消 費者需要の増加 に対応す るた

め,中 国政府 は全 国をカバ ーす る大規模 な規範 化され た自動車流通 システムの

構築を試 みた。中汽貿 はこのよ うな背景の中で設 立され た。96年 現在,中 汽貿

は,全 国 に直属の子 会社 を10社 持 ち,ま た メー カー との合弁で設立 した職官公

司 を40社 以上,1500余 りの販 売会社,49の 輸 入車サー ビス セ ンター,一 つの

9)98年8月 に行,た イン死r調 査F・よる.そ の原因についての詳細な分析1歌 稿に譲る・
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大 型 部 品倉庫 を傘下 に抱 えて10,中 国 最大の 自動車販売 ネ ッ トワー クを形成 し

ている。

中国初 めての 自動車流通専 門企業で ある中汽貿 は,国 家政策の指導下,計 画

経済か ら市場経済への転換期 の初期 において,自 動車 を全国 に流通販売させ る

役割 を果 た した。 しか し,メ ー カー中心 の流通経路が次 第に形成 され るに連 れ

て,中 汽貿 のシェアが徐 々に低下 してい る傾 向が明白で あるL%

中国汽車工業鋪讐総公司 中国汽車工業錆 笛総公司(中 汽錆)は,機 械工業

部 傘下の中国汽車工業総公司(巾 汽)に 直属す る自動車流通企業で ある。 自動

車工業 に関わる管理体制 の数度 にわた る改革の中で,中 汽錆 も下記 のよ うな複

雑な過程を推移 した13)。

1960年 交 通部汽車 配件(自 動車部品)供 応処,1964年 中 国汽車工業錆告総公

司(部 品販売 のみ),1966年 第一一機械工 業部配件公司,1982年 中 国汽車 工業錆

僖服務公司,1989年 中 国汽車貿易総公司 に吸収合併,1992年 中 汽貿総公 司か ら

分離 し,独 立 した。

この よ うに中国 自動車流通制度の30年 間の変遷 は,中 国汽車工業錆笛総.公司

の変遷過程 に反映 してい る。96年 時点で,総 公司 の傘下 には,18の 直 属公司,

20社 余 りの聯営公司;1781ヵ 所 の販売店を傘下 に収 めているu}。

中汽錆 はメー カー主導の流通経路の形成 の影響 を受 け,94年 の15億 元 の売上

高 に対 して96年 は10億 元 弱 に減少 し'4),現 在,経 営 が苦境 に陥 ってい る。従 っ

て,公 司内部の改革 を行い,新 しい流通体 制の変化の中で,自 らの存在意義 を

新 たに見つ けてい く必要 に迫 られてい る。

中国機電設備総公司 中国機電設備総公司(機 電総 公司)は 国内貿易部 に属

す る大型流通企業で ある。取扱 う製品 は自動車以外 に,オ ー トバイ,大 型汎用

10)中 国国内貿易部,前 掲,160ペ ージ。

11)中 汽貿が設立された当時の1989年には,シ ェアは8.2%で あワた。90年にピークの11.9%に な.

り,そ の後徐々に低下し,94年 には4、4%になワた。

12>.同..L,167ペ ージ。

,13>同 上,168ペ ージ。
14)同..ヒ,168ペ ージ。
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機械,工 程機械,旋 盤,発 電設備,電 線,ケ ーブル,ベ ア リングなど千種類 以

上 に も及ん でい る。傘 下 に,40の 所 属公 司 を持 ってお り,ま た約2500の 省 ・

市 ・県 レベ ルの機電公 司が存在 し,販 売網 は全 国の主要都 市 に広が ってい る1㌔

機電総公司は1960年 に物資総局 の傘下 に設立 され,当 時か ら自動 車の分配 を

担当 してお り,82年 に 中国汽車工業錆魯服務公司が再建 され,自 動 車の販売権

を手 に入れ るまで,国 産 自動車 の分配 をほ とん ど独 占的 に行 って きた。 だが改

革開放後,特 に中汽貿 の設立 によって,機 電総公司の 自動 車市場で の主導 的な

地位 は失われた。

以上 のよ うに,政 府系大手流通企業3社 の流通経路 は,主 に計画経済時 の配

分 ルー ト,す なわ ち,各 総公司 は自社系統の省 ・市 ・区 レベルの企業 を通 じて

車 を販売す る。従 って,現 段階 にお ける中国 自動 車流通販売 システムの特徴 と

も言 える多段 階は,こ こによ く見 られ る。95年 以後,メ ーカーを中心 とす る自

動車流通販売 システムが成熟かつ整備されつつ あるにつれ て,政 府系大手流通

企業 の流通経路 は室要 ルー トとしての役割 を大幅 に後退 させた。97年8月 の調

査 では,政 府系大手流通企業の シェアは10-20%し か 占めてい ない。

このよ うな状況の下で,政 府系大 千3社 は 自分 の新 しい存立根拠 を見つ けよ

うとしている。 それ は全国 をカバーで きる膨大 な販売網 を持 ってい る3社 は,

自社販売網 を作 ろうとしてい る各 メー カーに対 して,パ ー トナー となろ うとし

ている点で ある。前節で紹.介 した聯営 ・聯合錆隻公司 は1主 にこの3社 の政府

系大手流通企業が メーカー と共同 して設立 した もので ある。

とす る と,こ のようにメー カー と従来 の流通企業が共 同で設立 した職官 ・聯

合錆告公司 はメーカー系流 通企業 に分類すべ きか,そ れ とも政府大手流通企業

系 の流通企業(も しくはその他の流 通企業)に 分類すべ き.かとい う問題が生 じ

る。す なわ ち,第1図 で表 してい るように,点 線で 囲むべ きか,そ れ とも一点

鎖線で 囲むべ きか とい うことにな る。何故 な ら,聯 営 ・聯合錆善公司 に対 して,

メ ーカー と従来 の流通企業が共 に投資 し,メ ーカーが投資 しない場合,自 社の

15)中 国国内貿易部[1995],V-20ペ ージ。
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ブ ラ ン ド使用権 の提供 を行い,メ ー カー と従来の流通企業 は ともに聯営 ・.聯合

錯僖公 司に大き くかかわ ってい る。 また,職 官 ・聯 合錆 笛公 司の経営実務 は従

来の流 通企 業側 によって行われてい るが,メ ー カー側 も役員派遣や販売 ・財務

状 況審査 な どを通 じて,職 官 ・聯合錆 魯公司を 自分 の管理下に置 いている。 し

たが って,聯 営 ・聯 合公 司 は従 来の流通 企業 に分類 すべ きか,そ れ と もメー

カー系流通企業に分類す べ きか という二つ の相対立す る考えが成 り立 ち うる。

メー カー系 流通企業 に分類す べ き との意 見 に対 す る批判 と して,そ れ らの聯

営 ・聯合公司はすべて従 来の流通企業 と共 同で設立 した販売会社 であ り,し か

も会社の運営 ・人員,店 舗 はほ とん ど従来 の流通企業 によって行 われてい るの

で,メ ー カー系流通企業ではない とい う考 えが成立つ。

とはい え,こ れ らの聯営 ・聯合錆笛公 司は殆 ど合弁先 メーカーの製品を専売

してい る。併売 を行 っている場合で も,一 つ特定 メーカーの製品 を90%以 上 販

売 している。 また メー カーの商標を使 用する ことも加わ って,こ れ らの聯営 ・

聯合公 司はメーカーの実質的 な専売店 とな っている。さ らに,98年8月 に行 っ

た調査 に よる と,職 官 ・聯合鏡筥公司 は以前,従 来の流 通企業 とメーカーの向

方か ら毎年販売任務(販 売台数等)を 受 けたが,98年 か らは従来の流通企 業か

らの販売任務 の下達が な くな り,メ ー カーの指示にだけ従 うよ うになった。 こ

うい うことか ら,聯 営 ・聯合錆餌公司 は従来の流通企業の管理か ら離 れ.メ ー

カー系 の流通企 業にな ってい くと考 えられ る。

(3)そ の 他の流通企業

そ の他の流通企業 は,上 記紹介 した政府系大手流通企業3社 以外の中央 政府

各業界の管理機構 に属す る自動 車を販売す る流通企業であ る。 このよ うな流通

企業 は,一 般的 に規模が政府系流通企業3社 ほど大 き くないが,特 定業界に専

属す る企業が多 く,そ のほ とん どは,自 動車以外 に他の もの も取扱 う。その他

の流通企 業は,現 在 の流通 ・販売 システムの中では,メ ー カー系流通 企業 と政

府系大手流通企業3社 ほ ど重 要な役割 を果 た してい ないが,中 には中国農業機

械公 司系統 の流通企業,中 国航空工業供錆公司,物 資系統のあ らゆ る物資公司
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な どは,そ の他の流通企 業の中で 実力 を持 っている ものであ る。特 に,中 国農

業機械華北公司は,天 津 汽車工業錆笛有 限公司 と聯営錆笛公司 を作 り,自 動車

販売額 は会社総販 売額 の75%を 占 め,天 津市 にお ける180社 の 自動車販売企業

の中で,ト ップの座 にある。

.そ の他の流通企業 は現在 の中国自動車流通 ・販売 シス テムにとって無視 で き

ない存 在であるが,メ ーカーによる流通販売経路の組織化が進んでい る中,特

殊車を取扱 う企業 は引続 き特定業界 に,一 般車 を取扱 う企業は メー カー系 流通

企 業に統制されるよ うになるで あろう。

2第 二段階以降の流通経路

以上では流通経路の第一段階にある流通企業を検討した。 しか し,こ れはま

だ流通経路の全体ではない。現在の中国自動車流通経路は先進国のメーカー→

ディーラー一・ユーザーζいう流通経路と比べ,流 通段階が極めて多い。前節で

検討 した流通経路の第一段階にある経営主体の殆どは直接最終ユーザーに小売

するだけではなく,下 の二級店にも卸売を行 っている。そうした卸売が販売台

数の大半を占めている場合もある。さらに,二 級店の下には三級店,四 級店も

存在 してお り,流 通経路は多段階になっている。 この結果,流 通経路の第一段

階では専売制を採っている.にもかかわ らず,下 の段階へ行けば行 くほど専売制

が崩れていき,末 端の販売店は基本的にどのメーカーの車両 も販売することが

可能そある。.そうした多段階,複 雑な流通経路は無駄なコストがかかってしま

い,.最 終ユーザーか らメーカーまでの情報フィードバ ック,メ ーカーの.市場把

.握や生産計画の調整には困難 となっている。

次に,第 二段階以降の流通経路の.実態に迫 り,加 えて第二段階以降の流通経

路の形成原因を分析する。

(D第 二段階以降の流通経路の実態

ここでは,一 つの事例を取上げ,第 二段階以降の流通経路の実態を明らかに

する。
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第2図 北京ジープ汽車有限公司の流通経路

(271)73
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出所:イ ンタビェー調査に基づ き作成 、

注:......は,最 終ユーザー.・までの中間段 階を省略 したことを意味 してい る。

第2図 は北京古昔汽車有限公司(北 京 ジrプ 自動 車,以 下北京吉普 と略記)

の 流通経路 である。一番上 にあるのは総 ディス トリビュー ターに相 当す る北京

古 音錆 讐服 務部 である。北京古音錆善服務部は北京古音全製品の販売 を担 当す

る。.その製品の80%は 主 に.ドにあ る32社 の特約経錆公 司によ って行わ れる。 こ

の特約経錆公 司は聯 合錆唐公司で ある。 この32社 の特約経錆公司 の中には,北

京華北 汽貿汽車錆讐 中心 という企業があ り,こ の企 業は前節 で紹介 した政府系

大 手流 通企業3社 の中の一つ,中 国汽車貿易総公司の子 会社 であるIII国汽 車貿

易華北公司(以 下,華 北汽貿 と略記}が ユ00%出 資 して設立 した会社であ る。

この会社 は97年8月 現在,販 売車種 は北京吉普16♪が80一一90%を 占 め,年 間販売

台数は4000一 一6000n`Cあ る。 その販売 は主 に下 にあ る20社 の二級店 によって行

16)北 京古昔 〔北京ジープ)の 車種は切語基 〔チェロキー)と 山型タイプのジープを含む。
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い,こ の20社 の二級店は華北汽貿 と密接な関係を持ってお り,販 売量は全販売

量の60%を 占める。20社 の二級店以外に,華 北汽貿 と密接な関係を持っていな

い一般販売がある。この一般販売店の数は常に変化 し,景 気がよい時には車を

買いに来るが,景 気の悪い時は,車 を買うどころか,姿 さえ消 してしまう会社

もある。 このように,流 通経路の第一段階にある北京華北汽貿汽車錆告中心の

最終ユーザーへの直接販売は15%し か占めておらず,残 りの85%は 下の「級店

や一般販売店によって行われているのである。 しか し,下 の二級店や一般販売

店の販売状況はどうなっているのか。全部直接最終ユーザーに小売をするか,

それ ともさらに三.級店に卸売をするのであろうか。

次は北京華北汽貿汽車錆魯中心の20社 の二級店か ら1社 を取上げ,第 三段階

の流通経路の実態を明らかにする。

事例に取.ヒげるのは北京京西北汽車錆篤公司である。この会社は北京市海淀

区の会社で,年 間販売量は200-300台 である。華北汽貿の二級店であるとのこ

とで.,販 売車両の80%は 華北汽貿から仕入れ,残 りの20%は 中国汽車貿易総公

司 とほかの省クラスの物資流通企業か ら仕入れる。直接最終ユーザーへの小売

は50%で,あ との50%は さらに下の三級店を通 じて販売する。三級店はほとん

ど地方にあり,こ の北京京西北汽車錆焦公司か ら購入.した車両を必ず しも全部

最終ユーザーに販売するのではない。 したが って,四 級店の存在が考えられる。

この事例から分かるように,現 段階における中国自動車流通経路は多段階に

なっている。この結果,流 通経路の第..段 階には専売制を取っているにもかか

わらず,下 の段階へ行けば行 くほど専売制が崩れてい き,末 端の販売店は基本

的にどのメーカーの車両も販売することが可能である。

㈹ 第二段階以降の流通経路の形成原因

では何故,中 国の自動車流通において上記で見たような多段階,複 雑な経路

が存在するのであろうか。その原因を探ると次の3点 が挙げられる。

.第一は歴史的な原因である。すなわち,か つて重要な流通経路であった政府

系大手流通企業は,計 画経済時に各自の分配系統を持ってお り,メ ーカーから
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引 取 った車両 はこの系統 を通 じて各下級機 関に分 配 していた。その時の分配 シ

ステムはい まなお残存 し,分 配形式 もある程度受 け継がれてい る。ただ し,分

配 は卸売,下 級機 関は二級店,三 級店,四 級店 と変わ った。一..一言 でいえば,政

府系大手流通企業 は市場経 済が行われ てい る現在 にな って も,そ の発想法 に し

て も,行 動様式 に して も,ま だ計画経済時のス タイルに留 ま ってお り,市 場経

済の発展 に適応 しえ℃いない。

第二 は,メ ーカーと従来の流通企 業の双方 とも資金力,販 売力が足 りない点

であ る。 まず メー カーであ るが,90年 代 に入ってか ら初めて 自社系の販売網を

構 築 しようと したため,省 ごとに一つ の販売拠点 を設置す ることですでに精一

杯 であ るので,こ れ以上 の販売拠点の構築 は,資 金的に困難である。次 ぎは第

一段 階にある流通企業で あるが
,ほ とん どメー カー と聯 営 ・聯 合の形 を取 って

設立 され てま もな く,経 営 ノウハ ウやユーザーを獲 得で きず,し か も資金が乏

しいので,自 力で 自分の営業所を多数展開させ,販 売先 を開拓す るよ りも,30

年 間 行われて きた上級機関か ら下級機 関へ の分配 シズテムに頼 る傾向が強い。

.また,メ ー カーが累進性 の高い リベー ト制 を行 ってお り,販 売量が多 ければ多

いほ ど1台 当 りリベー トが高 いため,流 通企業 は高い リベー トを獲 得するため,

二 級店を作 り,二 級店 はさらに三級店 ,四 級店 を作 って小売 りと卸売 を同時 に

行 い,販 売 台数 を拡大 させてい るのであ る。

第三の原 因は,メ ーカ「の メンテナ ンスステー ションの充実であ る。中国で

は,80年 代 後半 京で 自動車の流通販売 は政府 の省 ・市 ・県 レベ ルの流通企業 に

よって行われた。当時,ア フターサー ビスは流通企業 に求め るよ り,む しろそ

れ はメー カーのや るべ きことだ とされ,各 メーカー は全国に 自社 のメ ンテナ ン

スステー ションを組織 した。例 えば ,卜 海大衆は400社,天 津汽車は250社,北

京 古昔 は150社 を持 ち,各 社 のア フターサー ビスのため に大 きな役 割を果た し

ている。 これ らのメーカーの メンテナ ンス.ステー シ ョンは中国の 自動車流通 に

おける多段階で複雑 な経路の存在 を可能 にさせ た。す なわ ち,最 も資金のかか

る修理工場 を持 っていな くて も新車販売がで きるので,小 さな会社あ るいは 自
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動 車販売が専 門で ない会社 は,一 級店の下の二級店,あ るいは三級店 になった

のであ る。

3汽 車交易市場

中国の 自動車流通経路 の全体構造 を把握す る上で,無 視で きないのは汽車交

易市場であ る。汽車交易市場 は一つの敷地 ない し建物の中に数十杜ない し数百

社 以上 に上 る複 数の 自動車販売店が出店 してい る取引市場の ことである。アメ

リカのデ ィー ラー ・モール と似 ている側面 を有す る。 この汽車交易市場は,中

国 自動車流通経 路 において見逃す ことので きない存在であ る。.

こ のよ うな交易市場 は大抵 の場合,上 地 を持 ってい る市政府 によって設置さ

れ て お り,敷 地面 積 は通常1万m2以 上 で,.市 場 内 には シ ョー ルー ム,取 引

ホール,大 星倉 庫,ビ ジネスセ ンター等が あ り,工 商行政管理所,税 務局,交

通管理局,銀 行,保 険会社等 の出張所が設 け られ,自 動車 に関連す るあ らゆ る

手続 きは交易市場内ですべて行われ る。 これ は 「一条龍服務」 と呼ばれてい る。

本稿で は,中 国最大の汽車交易市 場で あ る北京亜運村汽車交易市場(ア ジア大

会選手村 自動車取引市場)を 例 に取 り上 げる'η。

北京亜運村汽車交易市場 北京亜蓮 村汽車交易市場は,北 京市政府の批准 を

得 て,北 京北辰実業集団公 司と北京.首都創業集 団が各50%の 出資 を し,共 同で

設立 した もので ある。96年1月 に開業 し,職 員 は60名 で,す べ て北辰集団か ら

来てい る。.第3図 に見 られ るよ うに敷地面積 は6万m2で,取 引ホールの面積.

は5000m2で あ る。 ホー ル内には北京市 の工商,税 務,交 通,銀 行,保 険 など

の.部門が設 置され てい る。

1997年8月 現在,北 京亜運動村汽車交易市場 に入居 している会社 は112社 で,

そ の市場 に.入るために,下 記 の条件 を備 えな けれぼな らない。

一 .下 記の各書類 を提 出す ること。企業登録書の コピー,申 込書,保 証書,

法 人委託書,経 営資格 申込書,税 務登 録書,国 家統一領収書(財 務 の印鑑

17)1997年8月,北 京亜運村汽中:交易市場でのインタビューによる。
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第3図 北京亜運村汽車交易市場の概略図

(275)77
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工商 交通 保険 税務 銀行

出所=1997年8月 の現地調査により作成。

.の ある もの)1枚,企 業法人 と入居者 め身分証 明書 のコ ピー各1枚,証 明

写真各2枚.工 商部門が提出すべ きとす る他 の書類。

二.保 証金 を払 うこ と。登録資金100万 元 以下の場合,15万 元 の保証金 を払

う,登 録資 金100万 元 以.ヒの場合(100万 元 を含む),10万 元 の保証金 を払

う,保 証金は最終ユーザーが賠償 を求 め.,確 認 した上で,売 り手 が賠償す

べ きだ と判断 した時.に使 う,契 約 の期 限が切れた時,保 証金 は利 子 と.一緒

に返還す る。

三.標 準費用。 カ ウンター(9m2)ご とに,.月8000元,6ヶ 月 契約 の場 合 は

無料 で3合 分 の屋外展示 スペー スを提供す る,1年 契約 の場合 は無料で4

台分 の屋外展 示スペースを提供す る,.有 料展示 スペースは規定 によ って取

扱 う。

入居 した会社は,半 年あ るいは1年 ご とに交易市場 と契約更新 をしてい る。

亜蓮村交易市場の販売量は北京市総 販売量 の20.%を 占 め,販 売 された車の80%.
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が個人 向けであ る。各社の仕入れ,交 易市場 まで の輸送,販 売価格 の設定 はす

べ て入居.各社 自身によって行われ,交 易市場 は一切干渉 しない。

このよ うに,国 有 ・集団 ・私営等の所有形態に属す る企業 は市場 の関連規定

に符合 し,市 場 の規則 ・制度 を遵守さえすれば,い ずれ も市場 に入居 し取引 を

行 うことが可能 となってい る。

米 国のデ ィー ラー ・モ ールと近似す る汽車交易市場 は,あ らゆる車種が揃 っ

てお り,ユ ーザーは任意 に比較す ることがで き,購 買に要する時間が節約で き

ると同時に,選 択 の余地 も大 きい。 また,複 数の販売店が同一場所 で競争 して

い るので,ユ ーザーは相対的 に低価格で購 入す ることがで き,購 買後 にはすべ

ての手続 きは同市場で行 える。

しか し,こ の ような先進 的な性格 を持 ってい ると同時に,汽 車交易市場 は後

進的 な荷 もあ る。

汽車交易市場 の管理者 は,流 通企業.にブー スと展示場を提供す ること,銀 行,

工 商行政管理所,保 険な どの関連施設 を設 けることな どを行 うだ けである。一

方,.自 動車販売企業は取 引市場 の規定 に符合 し,市 場の規則 ・制度を遵守さえ

すれば,市 場 に入居 して取 引を行 うことが可能であ るため,次 の四つの問題を

もた ら してい る。.第一に,交 易市場 に入居す る販売店が多 ければ多いほ ど,市

場 の管理者 には収益 が多 くな るため,市 場 の管理者 はブー スと展示場を小 さ く

して,な るべ く多 くの流 通企業に入居 させ るよ うに してい る。 したが って,北

京重連 村汽車 交易 市場 の販売 店数 は,97年8月 現 在,112社 も あ り,.米 国 の

デ ィー ラー ・モールに入居 してい るデ ィー ラー数20～30社 に比べ,数 が.多す ぎ

る。 第二 に,取 引市場 には,同 一 メー カーの販売店が複数存在 してい るので,

販売店 同士 の無駄 な競合が生 じやすい。 したが って,先 進国で見 られ る自動車

販売にか かわるテ リ トリー制 は交易市場で は存在 しない。第三 に,入 居各者の.

大半 は修 理工場 を持 ってい ないので,ユ ーザーに アフターサ ー ビスを提供す る.

・ことがで きず
,新 車販売の単一機能 に限 られてい る。第 四に,交 易市場の管理

者は入居 各社 の経営 に関与 しないため,入 居各社 の撤退 も自由になってい るの
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で,経 営状況 の悪い企業は投 機的な行為が発生す る可能性が ある。例 えば,自

動車販売権 のない幽霊会社 なども交易市場 の人居条件 さえ符合すれば入居で き

るため,景 気が よい時,こ れ らの会社 は積極 的に車 を販売す るが,景 気が悪 く

なる と,す ぐ撤去す るので,ユ ーザーに交易市場 に対す る不信感 を与 えやすい。

このよ うに,自 動車取引市場 はいろいろな欠点 を持 ってい るに もかかわ らず,.

消 費者 の要求 に一致 してい るため,現 在.各販売店が経営不振 に陥 ってい る中,

独 自の魅力 を見 せてい る。98年 度 の販売台数 は40,907台 で あ る'5)。

IIIむ す び

以上,現 段 階におけ る中国 自動車流通 システムを流通経路の第一段 階 と第二

段 階以降 を分 けて,そ の全体像 を明 らか に した。以下で は,上 記の事実を踏ま

えて,転 換期 にお ける「・1.1国自動車流通 システムの特徴 を論 じてみたい。

日米の 自動車流通 ・販売 におけるデ ィー ラー ・システ ムと比べ,中 国の 自動

車流通 ・販売 システムの特徴 を次 のよ うに指摘す ることがで きる。

第1に,現 在 の 自動車流通経路 の第一段階 にあ る,独 資公司,職 官 ・聯 合錆

篤公司,政 府.系大手流通企業3社 とその他 の流通企業は,直 接に最終ユーザー

に販売す る比率 が小 さ く,そ の大半 峠下の二級店,三 級店等を通 じて販売する

ので,第 一次流通段 階以降 には,第 二段階,第 三段 階,場 合 によっては第四段

階 も存在 し,流 通経路は多段階にな っている。第2に,卸 売 と小売が未分離で

あ る。 この こ とが一方多段階を形成ずる一因 となっているが,他 方多段階の構

造 は卸売 と小売の分離を妨げている。第3に,流 通経路 の第一一次段階 において,

ほ とんど専売制 を取 ってい るが,第 二段 階以 降専売制 は崩れ てい る。す なわち,

末 端の販売店 はほ とん ど併先制を取っている。 第4に,販 売店の 間の発展 は非

常 に不均衡で,シ.ヨ ールーム,修 理サー ビ.スを備 えた販売店 と,単 に車 を売 る

だ けの小規模な販売店が併存 している。

で は,上 記の ような中国的諸特徴 はいか に して形成 したのであ ろうか。その

18)『 上海汽車報』1999年1月17H.
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原因として次の3点 が挙げられる。

まず歴史的な原因である。すなわち,中 国では自動車の生産が開始されて以

降の40年 間には,自 動車は国家がコントロールする生産財であったため,政 府

部門が一括 して買.ヒげ,一 括 して分配していた。その買上げと分配を担当して

いた政府行政部門は物資部傘下の中国機電設備総公司であった。1979年 の改革

開放政策の策定によって,企 業の自主権が拡大され,生 産企業は国家の計画を

達成した後には,ノ ルマ以上に生産 した分,す なわち,国 家の計画外に生産し

た分は自社販売することができるようになった。しかし,自 社販売が許されて

も,生 産企業はやは.り機電総公司経由で販売せざるを得なかった。何故ならゴ

当時の生産企業は自分の販売会社を持っていなかったからで.ある。また,機 電

総公司は当時唯一の自動車販売権を持ち,販 売経路を備えている企業であった

からである。すなわち,機 電総公司は,そ の時においては,計 画内と計画外の

分配 と販売を全部担当していた。しかし,80年 代の後半に入ってから,自 動車

.の生産量は年々増え,そ の中に占める政府指令性計画分は年々減少 し,自 動車

販売は主に流通企業によって実現されたので,機 電総公司だけでは,生 産の急

速な拡大と需要の増加に有効に対応できなかった。このような状況下,自 動車

を手に入れ られる企業はすべて自動車販売に参入し,今 日に見られる卸売 も小

売も行 う中小の多様な流通企業による流通は,こ の段階で.形成されたのである。

また,文 化大革命期における地方分権化によって,自 動車の分配は地方政府が

一部担当するようにな り,そ の地方が担当 した分配権はその後すべて中央政府

に再集中されなかったので,そ れ以降の80年代までい くつもの流通経路が併存

することとなった。.こうした流通企業の乱立に対 し,中 国政府は新たに大規模

な規範化された自動車流通企業の設立に乗 り出した。それは中国汽車貿易緯公

司の設立である。ロf能ならば本来 この時点で政府が自動車販売を完全に自由化

し,.多数の企業に販売権を与え,そ うした市場メカニズムを利用 して自動車流

通の調整を進めるべきであったとも言えよう。だが しか し,経 験不足 と諸条件

が不十分であったため,中 国政府ば30年間以.ヒにわたって慣れ親 しんで きた行
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政 的 方法で 自動車の流通経路 の整備 を行 うこととなった。 中汽貿の設立は乱立

した流通企業の整理の役 割を果たす こ とな く,90年 に は自動車の販売拠点 は全

国で1万 ヵ所に達 した とい う。これらの流通企業 はすべ て流通経路の第一次段

階 に入 ったの℃はな く,中 小 の流通企業 は第一次段階 にある流通企業の二級店,

三 級店 にな り,流 通経路の多経路,多 段 階が今 日にも見 られ るのであ る。一言

で言えば,自 動車流通の過程 において従来 の制度的 な特徴が依然 として維持さ

れてい る。

また,多 段階にな っている流通経路 は卸売 と小売 の未分離 をもた ら した。景

気の.よい時 には,下 の二級 店,三 級店 は,上 のラ ンクにある販売店へ車両 を買

い求め,景 気の悪い時には,上 位 ランクにある販売店 は販売量 を拡大す るため

に,車 を下の販売店に押 しつける ことが可 能で あったため,卸 売 と小売 をとも

に行 う販売店は存続 しえて きた。一方,自 動車 メーカーによる流通の組織化は

まだ初期段階にあ るが,メ ーカーは自 ら全 国をカバ ーす る大規模 な販売網 を一

気 に作 り上げ るのは無理であるため,当.面 の問,各 省 の省政府所在地 に1社 の

系列店 を設置 し,そ の系列店に卸 売の機 能を付与 し,省 全体 にわた る販売 を担

当 させてい る。

さらに流通経路の多段 階は,販 売店の併売 を もたら した。 メーカーが組織 し

た流通経路か ら見れば,流 通経路の第一次段 階は専売制 を採 っているが,第 二.

段 階以下 は専売制が崩れてい き,末 端 にある販売店 はほ とんど併先制 を採 って.

お り,か つ テ リ トリーの制限を受けていない。何故 なら,第 二段階以下の流通

企業の多 くは,中 小の流通企業であ り,販 売台数が少 ないので,併 売 の方が経

営効率,経 済効率は高 くな ると考え られる。また,こ れ らの中小 の流通企業 は

メーカー とフランチ ャイズ契約を結んでいないため,.ユ ーザーが現れ るなら,

どんな車種で も上の ラ ンクにある流通企業へ買い求 めに行 き,上 のランクにあ

る流通企業が在庫を持たなければ,さ らに..ヒの ランクにある流通企業へ.買い求

め に行 き,売 れ るな らどこにで も売 っているため,併 売制が形成 され たのであ

る。
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以上のよ うな原因で現段 階における中国 の自動車流通 シスデムは,専 売 制及

び テリ トリー制による自動車 の流通販売が まだ未成熟であ り,卸 売 と小売 が未

分離であ り,流 通経 路は多様 かつ 多段 階になってい る。 この結果,末 端の販売

店は基本的に どのメーカーの車両 も販売す ることが可能であ り,ユ ーザーに し

て も自ら望む仕様 と価格 の車を,同 一地域 内のみ ならず,地 域を越えて購 入す

ることが.ロ」.能である。これは同一 メーカーの製品で も激烈な販売競争が生 じて

い るため,一 方では理想 的な完全競争 の市場 を形成す るが,他 方で複雑な流通

形態に伴 うコス トも少なからず存在す ることになる。現実の問題 としては既存

の二級店,三 級 店及び四級店 は,中 小 メーカーのみ ならず有力 メー カーに とっ

て も,.し ば ら くの間は不可 欠の存在で あることは確かな事実であ る。 しか し,

長 期的 な観点 か ら見れ ば この よ うな現状 は,中 国全土 にわた るモー タリゼー

シ ョンの到来 と消費者成熟度 の高 ま りにつれて,メ ー カーは各地域のユ」ザー.

ニ ーズの特質を明確 に把握す るこ とがで きず,流 通企業 は地域内部の顧 客開拓

に経営資源を集中投 入 もで ぎないため,投 資効率 を増大す ることが困難である。

また多段階かつ複雑 な流通経路 は,企 業 間 ・部 門間の取引 ごとに,取 引 コス ト,

輸 送 コス ト,在 庫コス トを必 要と し,消 費者 にとって も,販 売業者に とって も

不利益 とな る。 したがって,転 換期 における中国の 自動車流通販売 システムの

構造改革がさ らに必 要で あろ う。

.
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